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市 政 報 告

６月会議では、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続く中で市民生活への影響を軽減
する事業等議案６件、同意案１件が可決されました。その主な内容は下記の通りです。

令和４年　鎌ケ谷市議会定例会６月会議報告

「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用した
72事業（約３億７千万円）の補正予算を含む議案を可決

●新型コロナウイルス感染症対応
　地方創生臨時交付金の活用
新型コロナウイルス感染拡大を防止すると
ともに感染拡大の影響を受けている市民生活
を支援する72事業の予算化

【主な事業】
●新生児１人あたり５万円の給付
●プレミアム率25％のプレミアム商品券発行
●中小企業に対する支援（市の融資制度を
活用する際の信用保証料の補助、利子
補給率の引き上げ）

●住民税非課税世帯等に対する
　臨時特別給付金の給付
令和４年度から住民税均等割が非課税と
なった世帯等へ１世帯あたり10万円を給付
します。

●国民健康保険料・介護保険料の
　徴収猶予・減免の継続
令和４年度においても、新型コロナウイルス
感染症の影響で収入が前年と比較して30%
以上減少した場合、保険料の徴収猶予・減免
を行います。

●子育て世帯への給付
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化
することに伴い、低所得の子育て世帯に給付
金を支給します。

【対象者】●住民税非課税等の子育て世帯
●令和４年４月の児童扶養手当受給者

【支給額】児童１人あたり５万円　
ひとり親世帯に対しては、早急に生活支援
を行う必要があることから、令和４年６月
末に既に児童１人あたり５万円を支給して
います。

新型コロナウイルスワクチン接種の状況
鎌ケ谷市では、４回目の接種が、５月下旬から開始され、３回目接種の完了から５か月以上が経過
した 60歳以上の方及び 18歳以上 60歳未満の方のうち、基礎疾患を有する方、その他新型コロナ
ウイルス感染症にかかった場合の重症化リスクが高いと医師が認める方が対象となっています。

●65歳以上31,321人の内、4,669人の接種が終了：14.9%（７月14日時点）
●4回目の接種券については、3回目接種日を踏まえ、8月下旬までに順次発送予定　 
●3回目の鎌ケ谷市の接種率は65.0%で国全体の接種率62.3%を上回っている（7月14日現在）
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●●●●6月会議を終えて●●●●

新型コロナウイルス感染症の流行は「第７波」に入ったと言われる状況です。
こうした中、芝田市長は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を機動的に活用

し、感染拡大防止と市民生活支援に取り組んでいます。
また、本号でも取り上げましたが、市長自ら、知事に対して市の重要課題の要望活動を行うなど
リーダーシップを発揮しています。
今後も、就任時に掲げた緊急的に取り組む３つの事業「新型コロナウイルス感染症対策」「子育
て世代への支援」「北千葉道路の整備を見通したまちづくり」や、まちづくりの５つの政策の実現
に向け、取り組まれることを期待したい。

鎌ケ谷市では、新鎌ケ谷駅周辺地区について、鎌ケ谷市の中心市街地として、商業、情報、娯
楽等、多様な機能が複合的に集積する躍動感と魅力あふれる広域交流拠点を目指したまちづくり
を推進しています。
新鎌ケ谷地区内には千葉県が所有する「東京10号線延伸新線跡地」があり、東武野田線、新京

成線、北総線、成田スカイアクセス線の鉄道４線が乗り入れる新鎌ケ谷駅に隣接しており、当該
土地の活用は、鎌ケ谷市のまちづくりに大きく影響します。　　
このため、芝田市長は６月17日、千葉県知事に対して、以下の２点の要望を行ったところです。
①本市の将来にわたる発展や魅力あるにぎ
わいの創出につながる施設とすること
②新鎌ケ谷駅南北自由通路及び新鎌ケ谷
西側へ続く歩道の機能を確保すること
鎌ケ谷市議会政友会としても、令和４年度
の予算要望で「県所有の新鎌ケ谷駅前用地に
ついては、民間への売却にあたり本市の街づ
くりに資する活用が図られるよう具体的な要
望を行うこと」を要望しており、市と一体と
なって取り組んでいきます。

●東京10号線延伸新線跡地の土地活用に関する要望 　　　　　　　　　　　　　　　　　

市政レポート
千葉県知事への要望活動

北千葉道路は、鎌ケ谷市の将来に大きな影響を与える道路であり、早期整備が望まれています。
こうした中、芝田市長は北千葉道路建設促進期成同盟の会長という重責を担っており、鎌ケ谷市
議会議長をはじめ、沿線７市の市長及び議長とともに、７月７日に千葉県知事を訪問し、北千葉
道路の早期整備について要望活動を行ったところです。
知事からは「千葉県、日本にとって重要な道路。オール千葉で全線開通に向けて取り組む」と
いう大変前向きな言葉があったところです。

●北千葉道路の早期整備について 　　　　　　　　　　　　　　　　　
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